
資料４ 

姫路市の救急医療方策に関する指針 体系比較表 
 

現 行 改訂後 

目指すべき体制像 

 

“医療機関、行政、市民が協働で支える安心の 

 救急医療” 

 

 

第１節 救急医療体制の再構築について 

 

１ 一次救急医療体制の充実 

推進方策 

 ⑴ 休日・夜間急病センターの診療体制等の 

  充実 

 ① 医療従事者の確保策 

 ② 診療環境の整備 

 ⑵ 市民啓発の取り組み 

 ⑶ 相談体制の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２ 二次救急医療体制の確保 

推進方策 

⑴ 二次救急医療体制維持のための支援強化 

 ① 後送輪番医療機関への財政措置 

 ② 訴訟リスクに関する支援策の検討 

 ③ 管制塔機能を担う体制づくりの検討 

⑵ 広域的な輪番体制づくりのための検討 

⑶ 回復期・慢性期患者の転院等の促進 

 

 

 

 

 
 

 

 

３ 三次救急医療体制の整備 

推進方策 

  地域救命救急センターの確保 
 

 

 

 

目指すべき体制像 

 

“医療機関、行政、市民が協働で支える安心の 

 救急医療” 

 

 

第１節 救急医療体制の再構築について 

 

１ 一次救急医療体制の充実 

推進方策 

 ⑴ 休日・夜間急病センターの診療体制等の 

  充実 

 ① 医療従事者の確保策 拡充 

  ・ 新たな医師の確保に向けた取り組みを 

   推進 

 ② 診療環境の整備 拡充 

  ・ お薬手帳やれんけい手帳の持参を促進、  

   診療支援システム等の調査・研究 

 ⑵ 市民啓発の取り組み 

 ⑶ 相談体制の整備 拡充 

  ・ 全年齢対象の救急安心センター事業への

参加に向けた調整 

 ⑷ 外傷系一次救急（小外傷等）への対応 新規 

 

 

２ 二次救急医療体制の確保 

推進方策 

⑴ 二次救急医療体制維持のための支援強化 

 拡充 

 ・ 後送輪番医療機関への更なる財政措置を  

  検討 

・ 本市南西部地域における急性期機能を有

する医療機関の確保を支援 

・ 総合周産期母子医療センターへの支援を

検討 

⑵ 広域的な輪番体制づくりのための検討 

⑶ 回復期・慢性期患者の転院等の促進 拡充 

 ・ 地域連携クリティカルパスや中播磨圏域

入退院調整ルール等の運用 

 

 

３ 三次救急医療体制の確保 

推進方策 

  新県立病院の整備に向けた協力、製鉄記念広畑 

 病院姫路救命救急センターへの必要な支援 拡充 

 

 



現 行 改訂後 

４ 救急広域連携の推進 

推進方策 

  中播磨・西播磨圏域保健医療連絡調整会議等に 

 おける継続的な協議 

 

 

 
５ 救急搬送体制の整備充実 

推進方策 

 ⑴ 傷病者受入照会マニュアルの策定 

 ⑵ 救急医療情報システムの活用、充実 

 

 

 

第２節 地域の救急医療を守る取り組みについて 

 

１ 医療従事者の確保 

推進方策 

  医師確保策の積極的な活用等 

 

 

２ 市民啓発と協働の推進 

推進方策 

 ⑴ 適正利用のための市民啓発 

 ⑵ 市民への情報提供、市民活動に対する支援 

４ 救急広域連携の推進 

推進方策 

 ⑴ 県、近隣市町・医師会・医療機関との連携

推進 

⑵ 救急ワークステーション方式の導入推進  

  新規 

 
５ 救急搬送体制の整備充実 

推進方策 

 ⑴ 救急現場の状況に即した基準等の活用 

 ⑵ 救急医療情報キットの活用 新規 

  ⑶ 兵庫県広域災害・救急医療情報システムの

活用、充実 

 

第２節 地域の救急医療を守る取り組みについて 

 

１ 医療従事者の確保 

推進方策 

  臨床研修医奨励金制度の活用、医学生向け就職  

 説明会での市内医療機関の魅力発信等 拡充 

 

２ 市民啓発と協働の推進 

推進方策 

 ⑴ 適正利用のための市民啓発 

 ⑵ 市民への情報提供、市民活動に対する支援 

 

 


